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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成30年4月12日(2018.4.12)

【公表番号】特表2017-514988(P2017-514988A)
【公表日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【年通号数】公開・登録公報2017-021
【出願番号】特願2016-554873(P2016-554873)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｌ
   Ｂ２２Ｆ    9/00     　　　Ｂ
   Ｂ２２Ｆ    1/02     　　　Ｂ
   Ｂ２２Ｆ    9/24     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナノ金属銅粒子を含有する粒子状物質を含む製剤であって、前記粒子状物質の少なくと
も１０％が単結晶金属銅粒子であり、前記粒子状物質が２０～２００ナノメートル（ｎｍ
）の範囲内の平均二次粒径（ｄ５０）を有し、前記ナノ金属銅粒子が少なくとも１種の分
散剤によって少なくとも部分的に覆われており、
前記粒子状物質中の結晶酸化第一銅対前記ナノ金属銅粒子の濃度比が多くとも０．４であ
り、任意選択で、前記濃度比が多くとも０．３５、多くとも０．３０、多くとも０．２５
、多くとも０．２０、多くとも０．１５、多くとも０．１２、多くとも０．１０、多くと
も０．０８、多くとも０．０６、多くとも０．０５、多くとも０．０４または多くとも０
．０３５である、製剤。
【請求項２】
　層を形成している前記分散剤が０．４～４ｎｍ、０．４～３．５ｎｍ、０．４～３ｎｍ
、０．４～２．５ｎｍ、０．４～２．２ｎｍまたは０．４～２ｎｍの範囲内の計算上の厚
さ（Ｓ）を有し、前記計算上の厚さは任意選択で、少なくとも０．６ｎｍ、少なくとも０
．８ｎｍ、少なくとも１．０ｎｍ、少なくとも１．２ｎｍまたは少なくとも１．５ｎｍで
ある、請求項１に記載の製剤。
【請求項３】
　前記分散剤がポリマー分散剤であり、前記分散剤がポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）を
含む、または主に含む、または本質的にそれからなり、前記分散剤の重量平均分子量が任
意選択で、１５，０００～１５０，０００の範囲内である、請求項１または２のいずれか
に記載の製剤。
【請求項４】
　前記粒子状物質の少なくとも２％、少なくとも３％、少なくとも５％または少なくとも
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７％が、少なくとも５０個の粒子を有する高分解能走査型電子顕微鏡（ＨＲＳＥＭ）視野
において粒子の手動計数によって決定された、三角形の形態を有する単結晶金属銅粒子で
あるか、または前記粒子状物質の少なくとも５％、少なくとも８％、少なくとも１０％ま
たは少なくとも１５％が、少なくとも１０個の粒子を有する高分解能透過型電子顕微鏡（
ＨＲＴＥＭ）画像視野において粒子の手動計数によって決定された、前記三角形の形態を
有する単結晶金属銅粒子であるか、前記粒子状物質の少なくとも８％、少なくとも１０％
、少なくとも１２％または少なくとも１５％、少なくとも１８％または少なくとも２０％
が、少なくとも１０個の粒子を有する高分解能透過型電子顕微鏡（ＨＲＴＥＭ）視野にお
いて粒子の手動計数によって決定された、三角形または六角形の形態を有する単結晶金属
銅粒子である、請求項１～３のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項５】
　前記平均二次粒径が大きくとも１８０ｎｍ、大きくとも１５０ｎｍ、大きくとも１２０
ｎｍ、大きくとも１００ｎｍ、大きくとも９０ｎｍ、大きくとも８５ｎｍ、大きくとも８
０ｎｍまたは大きくとも７５ｎｍであり、任意選択で、前記平均二次粒径が少なくとも２
５ｎｍ、少なくとも３０ｎｍ、少なくとも３５ｎｍ、少なくとも４０ｎｍ、少なくとも４
５ｎｍまたは少なくとも５０ｎｍである、請求項１～４のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項６】
　前記粒子状物質の少なくとも１５％、少なくとも２０％、少なくとも２５％、少なくと
も３０％、少なくとも４０％、少なくとも５０％、少なくとも６０％、少なくとも７０％
または少なくとも８０％が前記単結晶金属銅粒子である、請求項１～５のいずれか一項に
記載の製剤。
【請求項７】
　少なくとも第１の溶媒をさらに含み、前記粒子状物質および前記溶媒が分散液を生成し
、前記分散液中の前記粒子状物質が１５重量％～７０重量％、１５重量％～６５重量％、
２０重量％～７５重量％、２５重量％～７５重量％、３０重量％～７５重量％、２０重量
％～６５重量％、２５重量％～６５重量％または３０重量％～６５重量％の範囲内である
、請求項１～６のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項８】
　前記第１の溶媒がメタノール、エタノール、イソプロパノール、ベンジルアルコールお
よびテルピネオールからなる群から任意選択で選択されるアルコールを含む、または主に
含むか、あるいは前記第１の溶媒がグリコールおよびグリコールエーテルからなる群から
選択される少なくとも１種の溶媒を含む、または主に含むか、あるいは前記分散剤がアラ
ビアゴム、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリアクリル酸（ＰＡＡ）、ポリアリルア
ミン（ＰＡＡＭ）、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム（ＰＳＳ）、３－（アミノプロピ
ル）トリメトキシシラン（ＡＰＳ）、脂肪酸、ラウリルアミン、セチルトリメチルアンモ
ニウムブロミド（ＣＴＡＢ）、およびテトラオクチルアンモニウムブロミド（ＴＯＡＢ）
からなる群から選択される少なくとも１種の分散剤を含む、または主に含む、請求項７に
記載の製剤。
【請求項９】
　前記分散剤対前記粒子状物質の重量比は、多くとも０．０４、多くとも０．０３、多く
とも０．０２５、多くとも０．０２２または多くとも０．０２０、および少なくとも０．
０１５、少なくとも０．０１６、少なくとも０．０１７、少なくとも０．０１８、少なく
とも０．０１９または少なくとも０．０２０である、請求項１～８のいずれか一項に記載
の製剤。
【請求項１０】
　前記分散液中の結晶酸化第一銅の濃度が少なくとも２ヵ月、少なくとも３ヵ月、少なく
とも４ヵ月、少なくとも６ヵ月または少なくとも１２ヵ月にわたって実質的に維持される
ように、あるいは、前記分散液中の結晶酸化第一銅の濃度が少なくとも２ヵ月、少なくと
も３ヵ月、少なくとも４ヵ月、少なくとも６ヵ月または少なくとも１２ヵ月にわたって、
絶対百分率ベースで２パーセント以内、１．５パーセント以内または１パーセント以内に



(3) JP 2017-514988 A5 2018.4.12

維持されるように、前記粒子状物質を適応させ、および前記分散剤と前記溶媒が選択され
る、請求項８または９のいずれかに記載の製剤。
【請求項１１】
　前記平均二次粒径が４０～９０ｎｍの範囲内であり、層を生成している前記分散剤が０
．６～３ｎｍの範囲内の計算上の厚さを有し、前記粒子状物質の少なくとも４０％が前記
単結晶金属銅粒子であり、前記分散剤がＰＶＰを含み、前記粒子状物質が分散液中に配置
されており、前記分散液中の前記粒子状物質の濃度が２０％～６５％の範囲内または２０
％～６０％の範囲内であり、前記分散剤の量が前記銅粒子の重量の多くとも４重量％であ
り、前記分散液の粘度が２５℃で多くとも７０ｃＰ、多くとも６０ｃＰ、多くとも５０ｃ
Ｐまたは多くとも４５ｃＰであり、前記分散液中の前記粒子状物質の前記濃度が少なくと
も２５％、少なくとも３０％、少なくとも３５％、少なくとも４０％、少なくとも４５％
または少なくとも５０％である、請求項１～１０のいずれか一項に記載の製剤。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の製剤の製造プロセスであって、
　（ａ）第１の分散剤の存在中、酸性水性媒質中の第二銅イオンに水素化ホウ素を添加し
て、前記第二銅イオンを還元し、第１の分散液中に前記ナノ金属銅粒子を生成するステッ
プと；
（ｂ）生成物分散液中に前記ナノ金属銅粒子を供給するステップと
を含み、
　前記水素化ホウ素を添加することが、任意選択として増加分の添加として行われる、プ
ロセス。
【請求項１３】
　前記プロセスは、前記水性媒質のｐＨが多くとも７であるとき、増加分の添加を省略す
ること、または任意選択として、
　前記水性媒質のｐＨが２．５～７の範囲内、２．５～６．５の範囲内、または２．５～
６の範囲内にあるとき、前記増加分の添加を省略すること
をさらに含む、請求項１２に記載のプロセス。
【請求項１４】
　ステップ（ａ）が、前記水性媒質が１．５未満、１．０未満または０．５未満のｐＨに
達するように実施される、請求項１２または１３に記載のプロセス。
【請求項１５】
　前記プロセスが、前記粒子状物質の少なくとも１０％を単結晶金属銅粒子として維持し
ながら、および生成物分散液中の前記粒子状物質の前記平均二次粒径を２０～２００ｎｍ
の範囲内に維持しながら、分散液を少なくとも６ヵ月間エージングさせることをさらに含
む、請求項１２～１４のいずれか一項に記載のプロセス。
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